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市・ 

関係団体  

伊藤 優真 市まちづくり課  

熱海みゆき  

川合 友美 
市社会福祉協議会  

 纐纈 隆徳 伊深連絡所長  

役 職 氏 名 所属（G：活動ｸﾞﾙｰﾌﾟ）  

会 長 小林 喜典 

市農業振興委員、市土地改良区理

事、下沖土地改良区長、軽トラ市

場、そば研究会 

副会長 

堀畑  雅人 
ちょっとたのむ輪事務局、寺洞里

山保全隊 

福田美津枝  伊深ごはん研究会 

早川 克司 
市社会福祉協議会伊深支部長、市

生涯学習審議会、高倉神社総代長 

書記･会計 渡辺 葉子 選任 

広報委員  小田島史佳  選任 

監査委員  
久保田直美  R７自治会長会会長 

大矢 昭文 R７自治会長会副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

河村 一彦 R６自治会長会会長 

亀井 健一 R５自治会長会会長 

渡辺 彰人 R４自治会長会会長 

平田 芳昭 伊深町視聴覚協議会代表 

渡辺 一行 市商工会議所伊深支部長 

渡辺 保秋 
加茂地区交通安全協会伊深分会
会長 

藤田 啓二 民生児童委員代表 

鈴木   敦 伊深町体育振興会会長 

長谷部健也  市消防団第六分団分団長 

久保田浩由  伊深小学校PTA会長 

小林 雅典 ほくぶ保育園保護者会長 

大矢 伸司 里山活動G 

平田美津子  あじさい会代表 

村井 隆夫 伊深小稲作体験支援G 

木澤   猛 下町おやじの会代表 

早川 龍一 子ども育成会会長 

井上美恵子  伊深ごはん研究会代表 

齊藤 靖憲 いぶカフェ、市猟友会副会長 

渡辺 和典 山歩きサークル代表 

市川 美幸 ギャラリー伊深代表 

中野 貴司 (合) ツバキラボIBUCAL担当 

※ ペンネーム：めいみ 

 

 

５月２１日に令

和７年度伊深ま

ちづくり協議会

総会を開催しま

した。 

委員や市関係者など２５人が参加し

て、令和６年度の事業・収支報告、並び

に令和７年度事業計画・収支予算案を

それぞれ承認いただきました。 

令和６年度は市からの交付金などを活

用して、９３７，３３１円の事業を実施しまし

た。令和７年度は１，４００，０００円の予算

を計上して事業に取り組んでいきます。 

令和６年度の事業報告は、各事業の

様子を映像で委員に見ていただきながら

行い、活動を振り返る機会になりました。 

令和７年度には「歴史探究の会」「伊

深義民の絵本」「語り部サークル」という３

つの新規の事業を計画しています。これ

までも大切にしてきた伊深に昔ながらに

あるもの（歴史や行事、慣習等）を、若者

や子どもたちに伝えていこうとするもので

す。これまでの事業と同様に、伊深の皆

様のご協力なしにはできないことですの

で、引き続きご理解ご協力をよろしくお願

いいたします。 

令和７年度の委員は右記の通りです 

 

 

２０２５（令和７）年６月１日発行  第１３４号 

伊深まちづくり協議会 

ホームページ 

https://ibuka-machizukuri.com/ 

【公式】Instagram  
ibuka_machizukuri 

ギャラリー伊深【公式】Instagram 
ｇａｌｌｅｒｙ_ibuka 

報告 

以上２９名 

令和７年度の活動始動！ 

※ 令和７年度委員名簿（色塗りは新委員） 

https://ibuka-machizukuri.com/


2 
 

●６月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

 ・６月３日 さつまいもの苗挿し（ほくぶ保育園） 

・６月４日 さつまいもの苗挿し（伊深小学校） 

・６月１４日  ホタルコンサート（出演：マカナレア） 

     山歩きサークル 

米田白山を楽しみました！ 
４月２０日に予定していた山歩きは、天候

の都合で２７日に変更し、実施しました。 

 さくらの森から出発して、東回りコースか

ら、整備された道を展望台めざして登ってい

きました。北には飛騨川、南には木曽川と、

見晴らしも良く、外で食べるお弁当は格別

美味しく感じました。 

次回は秋の山歩き 

を計画しています。ご 

一緒にいかがですか。 

 

 

 

５月１９日、伊深小学校５年生１０人が田植えの体験をし、当協議会のメンバー９人がお手伝い

をしました。家のお手伝いで田植えをしたことがある児童もいましたが、大半は初めての田植えで

した。かがんだ姿勢に、腰が痛くなってしまうこともありましたが、頑張って植えきりました。 

「初めて田植えをしたけど、たいへんだと思いました」。「初めてだけど、上手くできたと思いまし

た」。「手で植えると、どのくらい時間がかかるのですか？」。「田植え機を使うと、 

どのくらいで植え終わるのですか？」など、たくさんの感想や質問がありました。 

機械が普及していない頃は、近所で協力して田植えをしたことも話題になりま 

した。豊作を願って、秋に稲刈りをするまでの楽しみが出来ましたね。 

 

伊深まちづくり協議会だより   第１３４号 

２０２５．６．１発行 （毎月1回1日発行）                               

発行責任者  伊深まちづくり協議会 会長 小林 喜典 

事務局     美濃加茂市伊深町９２７－１ 

伊深交流センター内 

電話  0574-29-1395  FAX 0574-29-0001 

  ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

今後の予定 

     アベマキの端材で 

オリジナル箸置き完成！ 
 ５月２日に学童の子どもたちが IBUCALの中

野さんから指導を受け、箸置きを完成させまし

た。素材のアベマキは、森林資源の保全のた

めに町内で伐採されたもので、山から搬出さ

れ、製材して、乾燥させてから活用するのです

が、製品にする際に端材が出てくるため、今回

はそれを活用しました。裁断された木片に刻ま

れている年輪や模様は、一つひとつ異なること

と、紙やすりで角を落とす方法に、子どもたちの

個性が見られ、世界に一つの箸置きが完成！

木に親しむ体験でした。 

報告 

報告 

みんなで協力して、おいしいお米をつくるぞ～！ 
～田植え体験授業をお手伝い～ 

 

報告 


